
マリリア地方に実在したモンブカ植民地
（グァタパラ耕地内モンブカの由来）

グァタパラ耕地の資料収集中にマリリア地方に我がグァタパラ移住地、特に現地内で通じているモンブカの
名称と同名のモンブカ植民地が存在するのでこれを記載する。（戦後造成の私達のグァタパラ移住地（正規不
動産登録名）については現地の人々の多くがモンブカ移住地と呼んでいる）

この植民地はマリリア市南方 30キロの地点に存在した。入植当時は僅か５戸、逐年増加相次ぎ最盛期に於
いて 40戸 200人の日本人を数えた。学校（開校昭和 12年 “1936 年 ”）７月１日就学平均児童 30名。父
兄会の経営にかかり常に円満なる植民地として近隣に於ける好評を受ける。青年団は開校に先んじて生れ、
村重会長の協力により活動が続けられている。

マリリア地方で戦前に存在したモンブカ植民地を示した地図

＊森田春茂、1912年渡伯、高知県土佐郡出身で同地入植より今日まで会長。

＊内藤福太、1923年渡伯、山口県熊毛。会長の参謀で当地入植は 1935年 7月。

＊ニ宮住四郎、1925年渡伯、愛媛県西宇和郡、植民地「モンブカ」は森田、ニ宮、内藤３氏のトリオによっ
て構成。

＊坂原吉茂、1919年渡伯、和歌山県那賀郡出身で入植は 1938年学校関係事務担当。
（資料パ延長線教育史刊行会）同人、寺門芳雄、小松美好、岡崎親、大竹文ニ　（1941年）



＊寺門芳雄、渡伯 1934年 3月、茨城県東茨城郡小川町。1915年水戸中学を卒業、早稲田大学高師部国漢
科入学、病気により中退、1936年 9月 25日公栄植民地ベラ・クルース小学校教師者に就く。但し一度帰国、
1974.4.7 に再渡航。ベラ・クルース本校は 1931年 9月から開校就学児童 80名、毎年定期または臨時に
運動会、展覧会、学芸会等第２、３、４次校は富田勇（アニューマス農場で記載）寺門芳雄と同県人。
　　
＊小松美好、高知県土佐郡、1924年海軍戦技に参加。渡伯 1930年 7月伯国の教職歴は、シケイラ・カン
ポス校を振り出しにマリリア共和日伯校に 4ヶ年ボ區敷島校が最後の教鞭。

＊岡崎親、1927年渡伯、熊本県、9月モーロ・レドンド植民地で農業邦語学校が本格的になると同時に迎
えられその職に就く。

1962年 8.25 のモンブカ湖（田草川兵馬氏撮影、近藤四郎氏提供）

グァタパラ移住地地域が地元でモンブカと通称されそのモンブカとは
モンブカ（MOMBUCA）　ツピーグァラニー族の原語

土蜂の種類で、ジャタイー蜂が壁から小さな隙間に糖蜜の巣を作るが、モンブカ蜂はジャタイ蜂より２回り
位大きく、淡褐色で土中に糖蜜の巣を作り、分布地域が丘地の低い所から低地に掛けて分布する。喘息には打っ
て付けで、咳止め、喉の潤いに効果大。グァタパラ耕地ではジャタイー蜂蜜、モンブカ蜂蜜がよく取れそれ
を集めるものだった。
　　
グァタパラ耕地にはマンボカ（語呂合わせとも取れる）と通称されるマンジョカ芋栽培地帯（現在の近藤雄



三氏～上田公平氏一帯）、砂糖きびが作付けられていた（現在州道路料金所周辺一帯、そこはかっての内線鉄
道の終着点でもあり、砂糖きび荷摘み場所であった）。

現在の宮崎徳忠氏宅地辺りは数有る煉瓦工場の１ヶ所、そして中島、川上隆治氏農地周辺はやはり数有る牧
場の１ヶ所。元相馬、佐伯（邦）、黒沢、林（健）一帯が米作地帯の一部。入植当初宅地畑の整地のおり、煉
瓦屑が 2区水道ポンプ小屋の 10M位斜め上に多量に出土、その瓦礫の中に日本の１銭銅貨の古銭を見つけ
当時、深く考えないのであった。又黒沢典氏の宅地でも日本製の土寄せ鍬の使い古したものが出土しておる。
中塚久男、田中万吉、栗原、私（林良）にかけて旧農道が通り田中氏住宅前にも耕作されたものであり、私
(林 ) の農地を右側上がりに旧道が抜け、東側の池上は牛の水飲み場、そして池では魚がよく釣れたようであ
り、木村哲雄氏の農地に成っている所は地味もよく、大木が密植しており、長い間炭焼きをしたようである。
また吉永氏の農地低地側にも、日本移民が入り耕作されたが何を作ったか不明である。内線鉄道の支線の北
側がここで終っている。又ジャタック農場西側の低地よりにも住居（コロノ用）が点在したがどのように使
われたか不明、またこの辺から近藤四郎氏、上村養鶏場にかけてジョン・マルチンと称されるが、その由来
は分からず、グァタパラ川が横切っており、村へ行くには水の中を通過するもであり、丘地道路沿いでは迂
回し、大変遠まわりするものであった。

旧耕地時代に建築された煉瓦工場を背に石崎一家（1963･3）



【1960年代初期の砂糖キビ植付け方法】

１－馬車で苗のキビ運搬

２－馬車を使って砂糖キビ苗を入れる

３－元肥を施す

４－土寄せ



＊根本正の南米探検報告中にも写真入りで掲載されており、またグァタパラ耕地内に於いても 24Kmの内線
に使用された軽鉄機関車と同種の前にて撮影、（私 “林良雄と家族）資料収集の頃、（2004.6.27）
元ズモン耕地本部、（現ズモン市役所前に展示）


